
一般質問｜要点資料

日田市奨学資金貸付事業 令和5年12月定例会

市外進学が前提になりやすい日田の学生に、時代に合った学びの資金を

状況を把握

市内から通える高等教育機
関が少なく、住居費を含…

→
質問する

貸付額、大学院生を対象外
とする制度、返還方法な…

→
市の答え

市は基金で制度を運用し、
一定の申請があるため検…

→
次を確認

利用者数だけでなく、必要
額との差や進学断念の有…

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

市内から通える高等教育機関が少なく、
住居費を含む進学負担が大きい一方、
市の貸付額は月3万円です。

質問

貸付額、大学院生を対象外とする制度、
返還方法などを現在の進学事情に合わ
せて見直せないか質問しました。

市の答え

市は基金で制度を運用し、一定の申請
があるため検討委員会の設置は現時点
で考えていないと答えました。

最重要の到達点 貸付件数の維持ではなく、進学を諦める学生を生まない制度にすること

次に確認すること｜方針・必要な接続・未定・実績

市の方針 奨学金と入学準備金を基金で運用。返済は事情に応じ柔軟に対応

必要な接続 貸付月額、大学院生への対象拡大、返還支援の検討

未定・課題 制度見直しや検討委員会の設置は未定

今後の実績確認 利用者数だけでなく、必要額との差や進学断念の有無を確認

議事にある具体事項

・日本学生支援機構の無利子貸与平均：216万円
・市奨学金：月3万円
・市の新規申請：毎年約20人
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日田市奨学資金貸付事業 その後の進捗

返還不要の給付型奨学金が創設

2023年12月の一般質問と当時の答弁

2023年12月の一般質問では、奨学制度の見直しや給付型奨学金について取り上げました。当時、市は返還を伴わない給付型奨
学金について「今後検討していく必要がある」と答弁しました。

その後の制度の進展

その後、令和6年9月に「日田市みどりの給付型奨学金に関する条例」が制定され、令和7年度進学者から返還不要の給付型奨学
金が始まりました。令和8年度も制度は継続しています。

現在の給付額

高校・高専

10万円
専修学校・短大・大学

20万円

制度の扱い

・返還不要。大学院は対象外

・日田市奨学金（貸与型）とは併願・併給可能

・日田市入学準備金（貸与型）とは併願可能・併給不可

現在地と今後の確認

返還不要の支援が新たに設けられたことは制度上の前進です。一方、給付は入学時の一時的な支援で、大学院生は対象外です。進
学後の継続的な経済負担への支援や対象範囲については、引き続き確認していきます。
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